
　

35
歳
以
下
の
優
れ
た
若
手
画
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
趣
旨
で
、
昨
年
度
新
た
に
創
設
さ
れ
た

「
絹
谷
幸
二
賞
」
の
第
２
回
の
受
賞
者
が
決
ま
り
、
こ
の
ほ
ど
主
催
者
で
あ
る
毎
日
新
聞
社

よ
り
発
表
さ
れ
た
。
本
賞
の
絹
谷
幸
二
賞
を
受
賞
し
た
の
は
大
谷
有
花
氏
（
１
９
７
７
年
９

月
神
奈
川
県
相
模
原
生
ま
れ
、
32
歳
）、
同
奨
励
賞
に
は
小
沢
さ
か
え
氏
（
１
９
８
０
年
９

月
滋
賀
県
大
津
市
生
ま
れ
、
29
歳
）
が
選
出
さ
れ
た
。
と
も
に
女
性
画
家
、
近
年
活
躍
中
の

有
望
洋
画
作
家
の
受
賞
と
な
っ
た
。

同奨励賞は小
おざわ

沢さかえ氏
　

同
賞
は
若
手
作
家
を
応
援

し
、
具
象
絵
画
の
可
能
性
を

拓
く
こ
と
を
目
的
に
画
家
・

絹
谷
幸
二
氏
（
独
立
美
術
協

会
会
員
・
日
本
芸
術
院
会
員
）

が
提
案
し
た
の
を
受
け
て
昨

年
度
創
設
さ
れ
た
。
絹
谷
氏

が
資
金
を
提
供
し
毎
日
新
聞

社
が
主
催
す
る
。
協
賛
に
三

井
物
産
株
式
会
社
が
加
わ
る
。

　

賞
の
対
象
は
、当
該
年（
第

２
回
は
２
０
０
９
年
）
12
月

末
現
在
、
35
歳
以
下
の
画
家

で
国
籍
は
問
わ
な
い
。同
年
、

国
内
で
開
催
の
展
覧
会
に
出

品
さ
れ
た
具
象
的
傾
向
の
絵

画
に
限
定
。
筆
ま
た
は
そ
れ

に
準
じ
る
画
材
・
身
体
を
用

い
、
紙
や
キ
ャ
ン
バ
ス
な
ど

に
描
い
た
絵
画
が
基
本
。

　

そ
の
選
考
方
法
は
、
毎
日

新
聞
社
が
全
国
の
美
術
館
学

芸
員
や
評
論
家
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
ら
に
推
薦
を
依
頼
し
、

こ
の
第
２
回
で
は
43
人
に
依

頼
し
26
人
か
ら
推
薦
の
回
答

が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
受

賞
候
補
者
は
26
人
。
選
考
委

員
３
人
に
よ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
審
査
や
作
品
視
察
、
２

度
に
渡
る
選
考
を
経
て
受
賞

者
を
決
定
し
た
。
選
考
委
員

は
委
員
長
・
本
江
邦
夫
（
美

術
評
論
家
・
多
摩
美
術
大
学

教
授
）、中
井
康
之
（
国
立
国

際
美
術
館
主
任
研
究
員
）、

福
田
美
蘭
（
画
家
）
の
３
氏
。

　

絹
谷
幸
二
賞
を
受
け
た
大

谷
有ゆ

う

花か

氏
は
、
２
０
０
１
年

多
摩
美
術
大
学
美
術
学
部
絵

画
科
油
画
専
攻
卒
業
、
同
大

学
院
美
術
研
究
科
絵
画
専
攻

修
了
。
01
年
第
６
回
昭
和
シ

ェ
ル
石
油
現
代
美
術
賞
展　

本
江
邦
夫
審
査
員
賞
、
03
年

に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ
奨
励
賞
受
賞
な

ど
の
受
賞
歴
が
あ
る
。
神
奈

川
県
相
模
原
市
在
住
。現
在
、

同
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
動
す

る
。
今
回
の
受
賞
対
象
は
09

年
10
月
に
開
催
し
た
個
展

「
大
谷
有

花
展
―

life

― 

＠

第
一
生
命

ギ
ャ
ラ
リ

ー
」（
東
京
・
千
代
田
区
日

比
谷
・
第
一
生
命
ギ
ャ
ラ
リ

ー
）。
推
薦
者
は
高
階
秀
爾

氏
。

　

本
賞
受
賞
の
大
谷
有
花
氏

は
「
今
回
の
受
賞
対
象
と
な

り
ま
し
た
『
ラ
イ
フ
』
シ
リ

ー
ズ
は
、
私
の
い
ま
ま
で
の

モ
チ
ー
フ
の
集
大
成
で
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
人
生

や
社
会
に
対
す
る
エ
ー
ル
の

気
持
ち
を
強
く
込
め
て
描
き

ま
し
た
。こ
の
度
の
受
賞
は
、

常
日
頃
よ
り
、
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ま
方
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て

の
こ
と
と
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。こ
れ
を
励
み
に
、

精
い
っ
ぱ
い
、
更
な
る
絵
画

表
現
の
探
求
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
受
賞
の
喜

び
を
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

ま
た
、
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
小
沢
さ
か
え
氏
は
、
２
０

０
３
年
京
都
造
形
芸
術
大
学

芸
術
学
部
洋
画
コ
ー
ス
卒
業
、

ド
イ
ツ
に
渡
る
。
04
年
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
に
移
り
、
08
年

ウ
ィ
ー
ン
造
形
美
術
ア
カ
デ

ミ
ー
卒
業
後
、
帰
国
。
現
在

は
京
都
市
に
在
住
、
制
作
を

続
け
る
。
主
な
個
展
に
、
受

賞
対
象
と
な
っ
た
09
年
「
珠

玉
の
ポ
エ
ジ
ー
」（
京
都
市

左
京
区
・MORI YU GAL-

LERY KYOTO

）
が
あ
る
。

推
薦
者
は
原
久
子
氏
。

　
「
こ
の
度
、
奨
励
賞
を
い

た
だ
き
、
絵
だ
け
で
な
く
、

普
段
一
人
ア
ト
リ
エ
で
キ
ャ

ン
バ
ス
に
向
か
う
私
の
姿
勢

や
生
活
を
ま
る
ご
と
励
ま
さ

れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
が
ん
ば
れ
よ
、
と

い
う
周
囲
や
、
見
て
く
れ
る

方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
制
作
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
素
直
に
う
れ
し
い

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
の
受
賞
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ

た
。

　

以
上
の

受
賞
者
に

は
賞
状
と

賞
金
（
本

賞
に
１
０
０
万
円
、
奨
励
賞

に
50
万
円
）
が
贈
ら
れ
る
。

　

第
２
回
絹
谷
幸
二
賞
の
受

賞
者
２
名
が
決
定
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
賞
の
創
設
者
で

あ
る
絹
谷
幸
二
氏
は
「
今
の

時
代
は
、
若
い
人
が
世
の
中

に
出
て
行
く
こ
と
、
羽
ば
た

い
て
行
く
こ
と
が
難
し
い
状

況
で
す
。
新
人
が
登
場
し
に

く
い
の
は
美
術
の
世
界
ば
か

り
で
は
な
い
、ど
こ
の
会
社
、

職
場
で
も
同
じ
で
し
ょ
う
。

「ずっと泣きたかったんだ　Ich wollte immer weinen.」
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大
谷
有
花
氏

「
黒
い
本
―
花
色
の
対
話
―
」

73
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Ｆ
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２
０
０
９
年

小沢さかえ氏

絹谷幸二賞に大
おおたに

谷有
ゆうか

花氏
具象絵画35歳以下の有望新人

第
２
回 決まる

若
い
人
が
賞
を
得
る
こ
と
で

一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ

る
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
。

今
回
受
賞
の
二
人
が
女
性
な

の
は
時
代
の
流
れ
で
も
あ
る
、

例
え
ば
東
京
藝
術
大
学
で
も

受
験
者
の
三
分
の
二
、
合
格

の
五
分
の
三
が
女
性
な
の
で

す
。
世
の
中
に
も
っ
と
進
出

し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
男
性

も
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
。
時
代
の
風
潮
が
内
向
き

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
よ
く

な
い
。
こ
の
賞
が
若
い
人
に

弾
み
を
つ
け
た
り
、
そ
の
仕

事
に
光
を
当
て
て
あ
げ
ら
れ

た
ら
と
思
う
」
と
受
賞
者
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

な
お
、
第
２
回
絹
谷
幸
二

賞
の
贈
呈
式
は
３
月
17
日

（
水
曜
）、
東
京
・
千
代
田
区

の
学
士
会
館
で
行
わ
れ
る
。


